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B 11 本経いミシしに二吋必縫 目状聡 のび価について
山形X  学駄有　o  高ホ.距　示曝郁子

〔(社) 日 本家 政学 会

目的　ミV  こ･経@  の糸調^ 価整＼3掻髪の華備段鳶 とu で盛けじk  rjい作業にもtヽti^'ir,ら

で■ その方法＼3試行錯誤を伴う経綸的なil測で行じiつ鏃ていゐ.  栢に営夜教有現場アペ2.

緩製経it 口ケ びい榔鐸令ほざミV   ンほ尊に恥く0) 胴% をヵヽヵ、えている. そこ己、本研をで･

は 、ヨシ｡ 調をi  了る際に吐 斟ｽﾞ牡々 ど口ように判断 レていゐ力ヽい ・う:  ビ% 経瞳別集団

に ふ･ で埃査レ 、合理的Tj`Ξシン調整方法 の確立 尽s 硲T も必であふ 。

方ぶ去　試料毎ににシー斗ンブi  ffl い ■ 鳶の15 さ3  種(  2 ,   4  ，＆狐省ね ）, 柾目密息3

種(   4- ，?.も, ワa  ／cm,  ) 毎にミふし佃整用縫 糸屯用口て緩剛りte? 積極的に9 段筰（ 上

糸つ鏃一良膠一下糸つ淑) の試料を作成し 、縫艇縁錬oり覗なる雀団として申暫屯 、高校It,

丈学)i , 卑門 辱探注 訂筆､に官能検査愚行 バ; .

拓冪　的中砂嵐ヵヽら卑門営校注どな呂に従い 、良将な経旧 醐シを' 善ヽ､に と評価i  -Sty

合が高く 、上長（ 丁系）つ 剱の縫目ぼ 匙ノ"   と評価t  名割令が高師丿 い レｒ し、中営

liほを叛ロどの緩回状昿?  みて恥“ 善 バヽ　ブ 宍､、 "   ^1 名人枚に差だケrj く 、利断カギ

低い ことかりつ訃 ぐ い きrに 奪門¥ 校瞳U を瞳に評価が敢 い,     .    M涛 のn  ? 旅Ifくな名I"

伴い 、どの蜜団も最らつれに磋 旧 ｽ 牡゙引 了評価詐甘くrjリ 、良将ひ経目状晦では蔭丿iff' 0)

方が評価がでびしくな バ≒ 出経 回密後 泗礼晋くTJ I に伴い 、どの^ うU 緩目球 縄ぴ）試料

にJい/ で土評価ず 厳し力卜 に 。(4) Isl C フれ具合0)試料i 上糸つ叙k レで見に場合ヒ下糸つ

k として見に場合に＼3、下糸つれY.してみに場 合の方びよロ縫li ビみえる傾佃があっμ 。

B 12 ミシン腫製の動咋羞程いお;叶り巾T （If i軟）

川村短尺　O 回･ﾔ英智 ふ梨課立玄短尺 小管啓多　川村琢尺 斗を聊夕

目的　ミシンの柘連化い-11  なうミシン針ド い や 也り牟害I/-- -ハヽz μ

ト叫 鱗しに聞か 砺 恥 憎 にご恥f-- 。最ど け 羞・ あ破 叡 り う 測t泡の

。絹ト い 梢呻;及バ`・-ヽ ﾌり μヽ蓼州 祁 されt. い?. 絹 は化冷繊 ヒ同様 に

化か我や ー。
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いt頚 ／む 声碩 う灰 び璃 咆J  I外ヽr≒。 齢ヽ う迪｡ド つヽヽ 1  ＼%、デ` ジ ンミ　ヽ ｿづ･レ、ブ テ ’り3 檀 報

で、各種散央、 日付<5 畏 今。ス 七 ゆえ種類､r そ)j。 備 考i:.    尺竺及 グリフ） え搾精 £ 印い

、を試許{'^つぃ て、 ﾀﾞﾗｰ、 ヨコ、 ノい ヤ ベの沈 弓日丿方向 り灸 瞳ヽtiおr-~。

蔀犀 布貫迪 時いお申 吋↑jし) 挙動 ＼-、̂辱↓ いJ'旬 ヒ直角^ 向x゛<5tﾉ･ずゐゆ っV，乙、 い

すれ≪)試什^■心^ 境 矢頭・ 針 は布ふりに対 レ乙反吋方向 及（ むぐづ 個卜 爾i< i p J ホ、イ・･

卜針 にょi 戦ヽ必り 報r は、いず れ･り 向I'- i平り 的な曲げ今勤5. 示レr--*<', 鳩胆 はタ£
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